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　目的　人工胃液と人工腸液を使用して，各種カルシウム剤のインピトロにおける溶解度

を比較検討したところ，唾液中のムチンがこれらの溶解度を高めることを知見しtc（平成

４年度当学会総会で発表）。そこでインビボでの吸収率を簡便に求める方法を検討した。

　方法　マウスにエールリッヒ腹水癌細胞を接種し，接種後は毎日尿を採取してカルシウ

ム量を測定した。また接種８日目にマウスを屠殺して腹水ならme脚部の骨を採取し，カ

ルシウム量と骨強度を測定した。食餌はカルシウムを含まないように調製して与えた。

　結果　エールリッヒ腹水癌をマウスに接種すると，接種４日後より顕著な腹水の貯留が

見られる。同時に腹水中には二価重金属類と，カルシウムが集積することが認められた。

そこでカルシウムを含まない餌の投与群（Ａ群）と，カルシウムを添加した餌の投与群（

Ｂ群）を比較したところ. B群では尿中および腹水中のカルシウム量が顕著に増加した。

またＡ群のマウスに比較して，B群のマウスは骨強度の明らかな増加を示した。両群マウ

スにはほほ同程度の量のカルシウムを摂取させた。

　インピトロでの実験での炭酸カルシウムの人工腸液中への溶解度は僅少であったが，ム

チンを添加すると同溶解度が著しく向上した。今回のインビボテストでも，食餌に炭酸カ

ルシウムを単独添加した場合に比較して，炭酸カルシウムにムチンを添加した群のマウス

は腹水および尿中のカルシウム量が顕著に増加し，また骨強度も増加していた。カルシウ

ムの吸収と骨粗裂症の関係を検討するためのモデルとして，エールリッヒ腹水癌細胞の担

癌マウスを使用できると考えている。
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ラット肝臓および血清中の葉酸とその誘導体の定量
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　[目的]葉酸は生体内で還元型となり、プリン、ピリミジンなどの生合成に関与している

重要なビタミンである。しかしながら、葉酸はその誘導体の種類が多く、かつ化学的に不

安定であるために定量が困難で、葉酸の代謝については十分に明らかにされていない。そ

こで今回、HPLCにより分離し電気化学的に検出する我々が確立した方法にて、ラット肝臓

中および血清中の葉酸類を定量した。

　[方法]μBondasphere phenylカラムを用いて、0. lmMEDTAと1Q%メタノールを含む50inMKH2

P04(pH3.5)を移動相とし、電気化学検出器(加電圧+750inV)にて検出し、８種類の葉酸およ

びその誘導体を定量した。肝臓と血清は、窒素置換した20inMメルカプトエタノール(-SH)

を含む0.2%アスコルビン酸Na溶液(pH7. 8)中で10分間加熱後、破砕、遠心分離し葉酸を抽

出した。これに塩化メチレンを加え脱脂後、ラット腎より部分精製したコンジュガーゼに

よりモノグルタミン酸型に加水分解した後に、HPLCに適用した。

　[結果]ラット肝臓中には、lgあたり約8.5μgの葉酸類が存在しており、10-CHO－テトラヒ

ドロ葉酸(THF)が60%、THFが21%、5-CH3-THFが12%, 5-CHO-THFが4%検出された。また、こ

れまでラット肝臓中の検出が報告されていないプテロイルグルタミン酸(PteGlu),ジヂヒ

ドロ葉酸(DHF), 5,IO-CH2-THFは、本法によりそれぞれ0.3%、0.6%、1.^%存在することが

判明した。血清中には、モノグルタミン酸型の5-CH3-THFのみが検出され、12. 4ng/ini存在

していた。
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